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付録 

A 利用にあたっての留意点 

本書の情報を利用するにあたっては、以下の点に留意する必要がある（詳細は「地球温暖

化予測情報第 9 巻」の第 1 章 1.4 を参照のこと）。 
１ 気候モデルによる計算結果には特有のバイアスがある 

気候モデルは現実の大気や海洋の運動を完璧に再現できるものではなく、計算結果には気

候モデル特有の系統誤差（気候モデルが持つ特徴的な偏向、バイアス）が含まれていること

から、気候モデルによる予測値をそのまま利用するのは適切ではない。本書では、現在気候

におけるバイアスが将来気候にも同じように現れるという前提のもとで、観測値と現在気候

の再現値を比較して現在気候の補正値を求め、将来気候も同様に補正している。これにより、

現在気候に対する将来気候の変化量（比）は、ある程度このバイアスの影響が除去されてい

ると考える。 
また、気候モデルの地形（山岳の起伏、海岸線、都市の存在等）も現実のものと完全に一

致するものではない上、気候モデルで再現できる現象のスケールは、水平解像度の数倍程度

以上のものである。これらを踏まえ、特定の地点（格子点）の結果に着目するのではなく、

都道府県レベル等ある程度の広がりを持つ領域を対象として結果を解釈する必要がある。 
なお、バイアス補正に関する詳細は、「地球温暖化予測情報第 9 巻」の資料 3 を参照のこ

と。 
 
２ 気温に比べ、降水量の変化予測は不確実性が大きい 

降水量の変化予測は、台風や梅雨期の大雨等の顕著現象の発生頻度や程度に大きく影響さ

れる。 
このような降水の顕著現象は気温等に比べて空間代表性が小さく（狭い地域で集中的に雨

が降る等）、また発生頻度が稀であるため、解析に利用できる標本の数が限られ、確からし

い系統的な変化傾向の検出が難しくなる場合がある。このため、降水量については、特定の

狭い地域の変化傾向に着目せず、広域的に平均や積算した傾向として把握することで、この

ような問題をある程度低減することができる。 
 
３ 温室効果ガス排出量により将来予測結果は異なる 

本書では RCP8.5 シナリオを前提とした予測結果を取りまとめたが、異なる将来予測のシ

ナリオを採用すれば予測結果は大幅に変わる可能性がある。また、将来予測のシナリオはあ

くまでも仮定に基づくものであり、実際の温室効果ガス排出量や大気中の温室効果ガス濃度

は今後の社会・経済の動向に大きく左右される。 
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B 将来気候の変化予測を行うためのシナリオ 

人為起源の温室効果ガスの大気中の濃度変化に伴う将来気候変化予測を行うためには、人

為起源による放射強制力の変化のシナリオが必要となる。 
本書で用いた放射強制力のシナリオは、IPCC が 2000 年に取りまとめた SRES シナリオ1

に代わり、AR5 で将来気候予測に用いた RCP シナリオ2のうち最も温室効果ガスの排出が多

い RCP8.5 シナリオである。 
SRES シナリオでは、今後の社会・経済動向に関する仮定から算出した温室効果ガスの排

出シナリオにより放射強制力を求めたのに対して、RCP シナリオでは社会・経済的な将来像

を仮定せず、将来予測される多様な放射強制力の中から代表的なものを選択し、これに基づ

き気候を予測する。 
放射強制力に対応・比較できる社会・経済的シナリオは別途用意するため、放射強制力の

経路ごとに緩和策を含む多様な社会・経済シナリオを作成することが可能となり、「気温上

昇を 2℃に抑えるためには」といった、目的主導型の社会経済シナリオになっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

                                                
1 IPCC が 2000 年に発表した特別報告書（Special Report on Emissions Scenarios）で取りまとめたシナリオで、

経済発展の重視または環境との調和、地域格差の縮小または各地域の独自性が強まる多元的世界の組み合わせで、

社会・経済動向に関する仮定から算出したシナリオ。（詳細は「地球温暖化予測情報第８巻」第 1 章を参照） 
2 代表的濃度経路（Representative Concentration Pathways）シナリオ。社会・経済的な将来像を仮定せず、将

来予測される多様な放射強制力の経路の中から代表的なものを選択する。（詳細は「地球温暖化予測情報第 9 巻」

資料 1 を参照） 

【参考】SRES シナリオと RCP シナリオに基づく放射強制力（上）と二酸化炭素排出量（下） 

RCP シナリオを実線で、SRES シナリオを破線で示す。 気象庁，2015 より引用 
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本稿における地図の描画には、GMT（The Generic Mapping Tools）を使

用した。 
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